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いつついし自治会報　４９９号
2020年（令和２年）６月号

　８年前に、ある旧家にあった４町内の庵屋台の写真です。

　撮られた年代は不明です。西町の神楽組・東町の御幣組・本町の鳥居組・

五宝町の剣組の４基の屋台の写真で、残念ながら味噌屋町の錨組はありませ

んでした。西町の神楽組の写真から大正 15年より前のもと推測されます。西

町の神楽組は、本町の鳥居組と同じく白木の屋台でしたが、大正 15年から昭

和元年にかけて城端の遊部屋塗屋さんにて彩色されています。当時の町並み

や装束が色濃く残る写真です。当時は歌舞伎屋台と称されていたらしいです。

西町大火41年目の火伏祈願とコロナウイルス感染症の早期終息を祈願

懐かしい庵屋台

　昭和 54年（1979）４月 11日、南砺の土地特有の医王おろしの

強風にあおられ 49軒が焼失した福光西町大火から 41年目を迎え

た令和２年４月 11 日（土）、火伏神社（西町）に於いて恒例の火

伏祈願の神事が西町住民と関係者30余名が参列して行われました。

　出火時刻の午後３時 30 分から石黒邦昭宮司による火伏祈願と、

世界中を巻き込んだコロナウイルス感染の終息を合わせて修祓され

ました。

　祝詞草上の後、岩城春男奉賛会会長、中川善一郎西町町内会長ら

が玉串奉典し、今年一年の無火災とコロナウイルスの早期終息を願

いました。

　古来より火伏神社のご神体の火伏石は、火の守護神と共に天然痘

をはじめもろもろの疫病の守護神として敬われています。

� 西町町内会
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「令和２年度いつついし自治会総会」を書面議決に
　世間を騒がせている新型コロナウイルス感染予防

の為、５月９日（土）に開催予定だった「令和２年

度いつついし自治会総会」を書面議決することにな

りました。書面表決書を代議員に提出していただき

結果は以下の通りになりました。

○　書面議決結果

　総投票数（いつついし自治会代議員総数 48 名）

　47件（１名未投票）

議案 区分 賛成 反対 結　　果
1号議案
（2019年度）

事業報告 47票 0票 　以上の投票
結果・1 号議
案、2号議案、
3号議案すべ
て過半数以上
であり可決さ
れました。

決算報告 47票 0票
監査報告 47票 0票

2号議案
（令和2年度）

事業計画 46票 1票
予　　算 46票 1票

3号議案 会則改正 47票 0票

いつついし自治会　令和２年度事業計画
行　　　事 担　　　当 備　　　考

４月 22日 水 福光地区防犯組合総会 安全部会 書面議決
上映会・そくさい会（毎月開催） 福祉・教育青少年・生涯学習 4月から 7月まで中止

23日 木 町内会長会 ( 毎月開催） 総務部会 中止資料のみ配布
５月 9日 土 いつついし自治会総会 総務部会 書面議決

15日 金 自主防災会検討会 総務部会 新規事業
16日 土 第 1回花の講座 生涯学習部会
23日 土 こどもクラブ 教育青少年 新規事業・開催未定

6月 6日 土 花植え 生涯学習部会
7日 日

一泊研修 総務部会 延期又は中止
8日 月
19日 金 アンケート検討会 総務部会 新規事業
27日 土 交流センター防災訓練 安全部会 開催未定
27日 土 こどもクラブ 教育青少年

7月 4日 土 七夕コンサート 教育青少年・生涯学習 開催未定
保育園・PTAとの懇談会 教育青少年
親子陶芸教室 教育青少年

8月 親子バス旅行 教育青少年
8日 土 盆踊り練習 福祉・教育青少年
10日 月 自主防災会検討会 総務部会
12日 水 盆踊り 福祉・教育青少年 担当部会が変更

9月 6日 日 敬老会 福祉・教育青少年 2部会で担当
講演会 福祉・教育青少年・生涯学習 新規事業

10月 4日 日 交流センター祭り 教育青少年・生涯学習 2部会で担当
17日 土 第 2回花の講座 生涯学習部会
22日 木 アンケート検討会 総務部会
24日 土 防犯研修 安全部会

11月 8日 日 江ざらい 総務部会
13日 金 自主防災会検討会 総務部会
14日 土 優良公民館研修 総務部会
29日 日 除雪対策委員会 総務部会

講演会 福祉・教育青少年・生涯学習
保育園・PTAとの懇談会 教育青少年
こどもクラブ 教育青少年

12月 5日 土 左義長竹取 総務部会
19日 土 正月飾り作り 生涯学習部会
20日 日 三世代交流餅つき 福祉・教育青少年
23日 水 アンケート検討会 総務部会
27日 日 交流センター大掃除 総務部会

　可決条件：各議案の賛成者が総数の過半数以上の

こと。
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1 月 16日 土 左義長 総務部会
地域食堂 福祉・教育青少年

2月 22日 月 火伏訓練 総務部会・安全
24日 水 アンケート検討会 総務部会

保育園・PTAとの懇談会 教育青少年
毎月理事会及び町内会長会開催・各部会随時開催・毎月広報「いつついし」発刊
上映会・そくさい会（毎月開催）

収入の部� （円）
市交付金会計
地域づくり交付金 4,725,000
生涯学習推進費 754,000
社会福祉

推進費
地区補助金 50,000
敬老会助成 277,000

推進人件費 4,962,120
施設維持管理費 462,000
地域事業推進費 40,000

小　　　計 11,270,120
一般会計
町内負担金 2,900,000
南砺市社会
福祉協議会

そくさい会助成 120,000
地区社協活性化助成 252,000

その他 施設協力金・印刷代 850,000
雑収入 1,000,000
繰越金 2,006,748
小　　　計 7,128,748

収　　入　　合　　計 18,398,868

支出の部� （円）
教育青少年
部会

中部小後援会 610,000
福光中教育振興会 570,000
どんぐり保育園育成費 100,000
こどもクラブ 100,000
講演会費 100,000
親子バス旅行 100,000
陶芸教室 50,000
研修費 50,000
小　　　計 1,680,000

生涯学習
部会

上映会 20,000
環境美化講座 100,000
コンサート 50,000
盆踊り 120,000
交流センター祭り 150,000
福紹会助成金 10,000
クラブ活動助成金 60,000
団体活動助成金 30,000
南砺市公連負担金 5,000
福光地域公連負担金 10,000
研修費 50,000
生涯学習リーダー 120,000
棟方志功まちづくり協議会 10,000
小　　　計 735,000

福祉部会 そくさい会 140,000
敬老会 550,000
三世代餅つき 70,000
研修会費 50,000
ケアネット経費 30,000

保険料 20,000
福祉リーダー 120,000
小　　　計 980,000

安全部会 センター防災訓練 30,000
防災点検 140,000
交通安全協会福光地区支部 31,000
火伏 150,000
年末警戒 20,000
屯所管理 48,000
消防機材整備費 150,000
無線機器使用料 17,000
防犯対策費 30,000
小　　　計 616,000

総務部会 総会 80,000
町内会長会 50,000
一泊研修視察 400,000
優良公民館研修 200,000
左義長 70,000
振興会協議会負担金 122,000
国際交流費 50,000
防犯灯ステーション助成 500,000
湯湧福光線整備促進負担 20,000
上江用水負担金 645,000
三ケ用水負担金 20,000
坂本墓地ごみ収集 80,000
旧福光保育園前用水清掃 10,000
共同募金社協会費 1,000,000
南砺市遺族会補助金 22,000
車両維持費 100,000
渉外費 250,000
除雪対策 60,000
三ケ用水江ざらい 80,000
保険料 20,000
自主防災会検討会 50,000
アンケート検討会 500,000
会長報酬 120,000
研修費 30,000
大掃除 70,000
草刈り 430,000
小　　　計 4,979,000

事務局 会議費 20,000
広報費 570,000
職員研修交通費 100,000
センター管理者・指導員 4,722,120
施設管理費 2,000,000
消耗品 500,000
予備費 1,496,748
小　　　計 9,408,868

支　　出　　合　　計 18,398,868

令和 3年 行　　　事 担　　　当 備　　　考

いつついし自治会　令和２年度予算
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授与所

手水舎
手水舎
（龍の吐水口）
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いつついし自治会
４月町内会長会令和 2 年度 第 1 回町内会長会

「令和２年度福光地区防犯組合総会」やむなく書面議決で

授与所新設

　４月 23日（木）に開催予定だった第１回町内会

長会は、４月 16日（木）緊急事態処置を実施すべ

き区域が全都道府県に変更され、外出自粛の呼びか

けなど感染拡大防止に取り組んでおり３つの「密」

を避けるためにやむなく中止しました。開催されて

いれば交代された中央通り・寺町・旭町・神田町・

五宝町・川原町の前町内会長に感謝状贈呈式を行う

予定でしたが、今回は事務局が賞状と記念品をお届

けしました。６名の前町内会長の皆さん、お疲れ様

でした。新町内会長の皆さん、今後とも「いつつい

し自治会」の運営にご協力よろしくお願い致します。

一緒に頑張りましょう！

　４月 22 日（水）に初めて開催予定だっ

た福光地区防犯組合の総会が、新型コロナ

ウイルス感染防止の為、組合員各位出席に

よる総会を断念し書面議決となりました。

その結果は以下のようになりました。

　令和２年４月、福光宇佐八

幡宮に倉庫も兼ねた『授与所』

が完成しました。また、手水

舎に松本敏博さんより龍の吐

水口が寄進されました。

　ご紹介
　４月から福光交流センターの事務所で、地域

おこし協力隊の金　萍（キン�ヘイ）さんが週３

日在席しています。空き家対策問題を中心に交

流センターのお手伝いもしてもらっています。

皆さん宜しくお願いします。
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福光地区
６月行事のお知らせ

6/6（土）� 交流センター花植え
� 午前９時より
6/19（金）� アンケート検討会
� 午後７時より
6/23（火）� 町内会長会� 午後７時より
6/26（金）� 福寿大学� 午後２時より

※コロナウイルス感染防止の為当面事業
が未定です。開催の際には案内いたし
ます。

〇総投票数（福光地区新旧防犯組合員）２２名
議　　　案 賛成 反対 無効

2019 年度事業・会計報告 １７票 ０票 ５票
令和２年度事業計画予算 ２１票 ０票 １票
防 犯 組 合 員 人 事 ２１票 ０票 １票
〇結果　すべての議案について、過半数の賛成をもって
　　　　可決されました。


